
平成３１年度袋井市当初予算の概要 

一般会計は総額 339.6 億円 （対前年度比 5.0％増）

ICT 教育の推進、学校の支援員を増員、妊産婦支援の拡充、多文化共生社会の推進 

 キャッチコピーは  『“多様性”を強みとするまち』 
予算編成の考え方—平成 31 年度は「ラグビーワールドカップ 2019」が本市のエコパスタジアムで開催される年

となる。この機会を「まちの飛躍のチャンス」と捉え、まちの国際化や多様化など、未来への成長戦略を創造すると

ともに、新時代を見据えた柔軟な発想による「市民生活の質の向上」やＩＣＴを活用した「徹底した生産性の向上」

を追求することを予算編成方針に掲げ、下記の 5 項目を重点分野として編成に取り組んだとしています。 
重点５項目— １ 「ラグビーワールドカップ 2019」を活かしたまちづくり  

       ２ 「質の高い教育」の実施       ３ 多様性を活かしたまちづくり  

        ４ ＩＣＴ活用によるまちづくり     ５ 市内産業の活性化 

◇一般会計の総額は 339 億 6 千万円で、前年度比 16 億 1 千万円、5.0％増となりました。2020 年 4 月オープン

の袋井市総合体育館、袋井市防災センター整備により投資的経費が 4.5 億円の増に、地方創生推進交付金事業やプレ

ミアム付き商品券事業などの地域活性化事業実施により物件費が 6.8 億円の増となっています。 

◇特別会計・企業会計を含めた総額は 554 億 2 千万円で、前年度比 18.億円 3 千万円、3.4％の増となりました。

歳入の状況 

 個人市民税は 48.8 億円（3.3％増）、法人市民税は 15.7

億円（5.1％増）、固定資産税は 67.0 億円（1.4％増）、国か

らの普通交付税は 12 億円（3 億円減）、国県支出金は 66.2

億円（5.5 億円増）と見込みました。財源不足を補う市債は

47.0 億円（6.4 億円増）、そのうち地方交付税の不足分を補

てんする臨時財政対策債 10 億円（１億円増）が含まれます。

財政調整基金からの繰入は 6.9 億円（3.0 億円増）に。 

歳出の状況 

 義務的経費の、人件費は 45.2 億円（0.5 億円増）、扶助費

は 65.7 億円（4.3 億円増）、公債費は 30.2 億円（1.7 億円

減）。投資的経費は 52.2 億円（0.9 億円増）。その他経費は

物件費が57.6億円（6.7億円増）、補助費等は50.7億円（0.9

億円増）、操出金は 30.8 億円（0.3 億円増）に。 

各種財政指標の３１年度の見込み 

経常収支比率 92％程度、自主財源比率は 55％程度、財政

力指数は 0.9 程度、年度末の地方債残高（一般会計）は 296.5

億円（24.6 億円増）、基金残高（財調・減債）は 25.0 億円

の見込み。市の健全財政確保のための 3 つの目標「経常収支

比率 90％未満」は×「地方債残高を増やさない」は×、「基

金残高（財調＋減債）19 億円以上」は○、となりました。 

平成 3１年度主要事業（取組）の概要       （単位千円） 

【子育て・教育】       子どもが輝く 人づくり      

小学校学力向上対策事業            13,815 

英語教育の推進                44,691 

ＩＣＴを活かした教育の推進          54,306 

児童生徒と向き合うための人員支援の充実    92,203           

地域と連携した教育の推進            1,721     

上田町グランド機能移転整備の推進        6,913 

放課後児童クラブの担い手充実         152,052 

安心・安全・快適な教育環境整備         113,934 

【スポーツ・健康福祉】誰もが活躍できる ひとづくり                 

ラグビーワールドカップ大会の機運醸成事業   14,500 

「おもてなしゾーン」運営支援事業       15,000 

愛野駅周辺店舗等地域活性化事業         4,000 

ふくろい版ホームスティの実施          4,497 

2020 東京オリンピック・パラリンピック関連事業  6,995 

総合体育館整備事業             1,928,486 

コミュニティセンターを拠点とした健康づくりの推進 6,325 

企業の健康経営の支援              4,836 

妊産婦支援の充実                3,014 

【市民力・地域力】  多様性を認め合う 地域社会づくり 

まちの国際化の推進              12,449 

多文化共生のまちづくり            73,382 

コミュニティセンターを拠点とした地域づくり  266,018 

袋井西コミュニティセンター整備事業      208,640 

手話言語の啓発（コミュニケーション支援事業）  2,784 

ＩＣＴを活用したまちづくり           3,770 

【産業振興】         活力みなぎる 都市づくり 

エコパドリームプロジェクトの推進        2,000 

企業誘致（小笠山山麓開発・土橋地区企業用地開発） 43,322 

キャッシュレス環境整備の推進           300 

就労環境の充実                 5,709 

袋井 TaskAru ネットワーク        20,000 

ＪＲ袋井駅北口市有地の活用促進        75,000 

観光振興事業                 18,580 

農業振興事業                  2,000 

【都市基盤】         未来を先取る 都市づくり 

袋井駅南まちづくり事業            416,512 

歩いて楽しいまちづくりの推進         276,500     

空き家対策事業                  487 

街路整備事業                 447,672 

まちの多言語案内表示板整備事業         6,300 

上水道・下水道事業の経営安定化、施設整備推進 1,378,846 

公共交通の維持                123,920 

一般家庭への新エネルギー機器の導入促進    18,357 

ラグビーワールドカップ 2019 開催に向けた取組  13,715 

【防災】                     安心と共生の都市づくり 

大規模災害への対策              39,386 

地域防災力の強化               17,438 

袋井幸浦の丘プロジェクトの推進        52,000 

袋井消防庁舎・袋井市防災センター整備事業   738,154 

治水対策事業                 94,300 

洪水対策（洪水ハザードマップの作成・周知）  4,000 
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